
し
た
授
業
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
状
況
に

幌
市
立
稲
穂
中
学
校
）
の
３
人
が
参
加

応
じ
た
学
習
形
態
に
よ
り
児
童
・
生
徒

し
、
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
理
科
、
中
学
校

が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
た
。

理
科
、
中
学
校
保
健
体
育
科
保
健
分
野

今
後
の
研
究
の
方
向
性
と
し
て
、
研

の
報
告
を
行
っ
た
。

究
仮
説
「
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
』

公
開
授
業
後
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子

の
定
義
に
基
づ
い
た
系
統
的
な
学
習
の

と
し
て
、
小
学
校

中
で
『
指
導
上
の
３
つ
の
視
点
』
を
重

理
科
で
は
、
「
も
っ

全
体
研
修
会
で
は
、
北
海
道
大
学
エ

視
し
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
の
学
び
を
位

と
太
い
ゴ
ム
を
使

ネ
ル
ギ
ー
教
育
研
究
会
よ
り
実
践
報
告

置
づ
け
た
授
業
展
開
を
構
築
す
る
こ
と

い
た
い
、
ゴ
ム
の

が
行
わ
れ
た
。

に
よ
っ
て
感
性
が
磨
か
れ
、
エ
ネ
ル
ギ

数
を
増
や
し
た
い

本
委
員
会
幹
事
（
大
学
代
表
）
で
あ

ー
問
題
・
環
境
問
題
を
自
分
ご
と
と
し

等
、
新
し
い
工
夫

る
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
の
杉
山
憲
一

て
と
ら
え
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
自
ら

を
自
分
た
ち
で
試

郎
氏
が
「
粘
土
の
機
能
と
環
境
教
育
」

の
意
志
を
決
定
し
、
足
元
か
ら
行
動
で

み
る
様
子
を
観
察

を
演
題
に
発
表
を
行
っ
た
。

き
る
児
童
・
生
徒
が
育
成
さ
れ
る
。
」

す
る
こ
と
が
で
き

冒
頭
、
杉
山
氏
は
「
『
持
続
可
能
な

に
基
づ
き
、
探
究
的
、
課
題
解
決
的
な

た
」
、
中
学
校
理
科

発
展
の
た
め
の
教
育
』
を
実
現
す
る
に

授
業
や
学
習
課
題
の
把
握
の
工
夫
、
能

で
は
、
「
教
室
で
蛍

は
、
実
感
を
と
も
な
っ
た
継
続
性
の
あ

動
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
授
業
づ
く

光
灯
や
テ
レ
ビ
が

る
『
も
の
の
見
方
・
考
え
方
・
感
じ
方

り
が
求
め
ら
れ
る

つ
け
っ
ぱ
な
し
の

（
感
覚
）
』
を
養
え
る
環
境
教
育
が
必

ま
た
、
教
科
、
領
域
、
校
種
の
枠
を

と
き
に
、
子
ど
も

要
！
」
で
あ
る
と
述
べ
、
「
粘
土
の
機

超
え
た
連
携
も
大
切
で
あ
る
。
エ
ネ
ル

た
ち
が
気
に
し
て

能
」
に
注
目
し
、
小
中
学
校
の
理
科
、

ギ
ー
環
境
教
育
に
お
け
る
各
教
科
、
領

消
す
よ
う
に
し
て

社
会
の
学
習
単
元
で
、
実
感
を
と
も
な

域
の
役
割
、
各
教
科
、
領
域
で
担
う
べ

い
る
」
、
中
学
校
保

っ
た
継
続
性
の
あ
る
「
も
の
の
見
方
・

会
に
は
約

名
が
参

部
員
の
森
山
正
樹
教
諭
（
札
幌
市
立
白
石
中

き
内
容
、
育
て
た
い
能
力
等
を
明
確
に

健
体
育
保
健
分
野

考
え
方
・
感
じ
方
（
感
覚
）
」
を
養
え

40

加
し
た
。
冒
頭
、
榎
並

学
校
）
が
、
公
開
授
業
の
様
子
や
分
科
会
で

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

で
は
、
「
授
業
は
楽

る
環
境
教
育
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
紹

典
昭
委
員
長
（
札
幌
市

の
話
題
、
研
究
授
業
後
の
取
組
や
子
ど
も
の

併
せ
て
、
異
校
種
の
連
携
の
観
点
か

し
か
っ
た
の
だ
が
、

介
し
た
。

立
稲
穂
中
学
校
長
）
に

変
容
等
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
へ
の

ら
、
小
中
高
を
見
通
し
た
研
究
も
大
切

１
か
月
後
、
授
業

情
報
１
と
し
て
、
「
地
層
環
境
を
理

よ

る

挨

拶

に

引

き

続

ア
ン
ケ
ー
ト
等
か
ら
見
え
て
き
た
成
果
や
課

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
学
校
で
学
ん

で
の
体
験
は
覚
え

解
す
る
た
め
の
粘
土
と
岩
石
の
透
水
係

き
、
高
橋
伸
充
研
究
部

題
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
し
た
。
以
下
に

だ
知
識
や
体
験
を
中
学
校
や
高
等
学
校

て
い
て
も
、
そ
の

数
」
を
提
示
。
礫
、
砂
、
ビ
ー
ズ
、
ベ

会
長
（
札
幌
市
立
あ
や

説
明
内
容
を
紹
介
す
る
。

で
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
べ
き
か

体
験
の
も
つ
意
味

ン
ト
ナ
イ
ト
粘
土
を
使
い
、
「
粘
土
は

め
野
中
学
校
教
頭
）
が

研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
委
員
会
が
定

が
課
題
で
あ
る
。

を
忘
れ
て
し
ま
っ

岩
石
と
同
じ
よ
う
に
水
を
通
さ
な
い
」

全
体
研
修
会
の
ね
ら
い

め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
定
義
（
目
標
）

そ
の
他
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
報

た
子
ど
も
も
い
る
」

こ
と
を
理
解
す
る
実
験
は
可
能
で
あ
る

や
目
的
、
内
容
等
の
説

「
人
間
生
活
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
学
習

告
さ
れ
た
。
○
学
習
内
容
と
身
近
な
生

等
が
あ
げ
ら
れ
た
。

と
し
た
。
小
学
校
６
年
生
理
科
の
「
土

明
を
行
っ
た
。

を
通
じ
て
、
そ
れ
に
関
わ
る
環
境
に
つ
い
て

活
と
の
関
連
性
を
重
視
す
べ
き
で
あ

今
後
の
実
践
と
し
て
、
小
学
校
理
科

地
の
作
り
と
変
化
～
地
層
の
で
き
方
」

全
体
研
修
の
最
初
は

学
ぶ
」
が
研
究
の
根
底
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

る
。
○
持
続
可
能
な
社
会
の
具
体
像
を

で
は
、
「
学
ん
だ
こ
と
が
ど
の
よ
う
に

で
の
学
習
内
容
を
紹
介
し
た
。

研
究
部
会
に
よ
る
第
７

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
体
験
的
な
学
習
を
通

共
有
し
た
り
、
そ
の
必
要
条
件
を
洗
い

日
常
に
生
き
て
い
る
の
か
、
関
わ
り
あ

情
報
２
と
し
て
、
「
温
暖
化
（
地
球

回
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー

し
て
、
正
し
い
知
識
を
獲
得
し
、
児
童
・
生

出
す
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

る
の
か
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け

環
境
の
変
化
）
の
原
因
の
豪
雨
・
台
風

環
境
教
育
研
究
大
会
札

徒
が
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
地
球
環
境
に
関

た
い
」
、
中
学
校
理
科
で
は
、
「
授
業

被
害
」
を
提
示
。
小
学
校
５
年
生
理
科

幌
大
会
の
報
告
。
研
究

し
て
足
元
か
ら
行
動
で
き
る
生
徒
の
育
成
を

者
は
行
動
化
ま
で
を
意
識
し
て
エ
ネ
ル

の
「
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
↓
川
と
災

目
指
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
「
エ
ネ
ル
ギ

ギ
ー
環
境
教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と

害
」
か
ら
植
物
・
農
産
物
へ
の
関
心
が

ー
環
境
教
育
」
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
教
材

が
、
子
ど
も
の
思
考
を
深
め
る
こ
と
に

向
け
ら
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

と
し
た
環
境
教
育
」
と
捉
え
る
こ
と
が
基
本

研
究
部
会
の
報
告
に
続
い
て
、
６
本

つ
な
が
る
」
、
中
学
校
保
健
体
育
保
健

情
報
３
と
し
て
、
「
土
壌
中
の
粘
土

で
あ
る
。

の
公
開
授
業
の
大
会
後
の
実
践
が
報
告

分
野
で
は
、
「
縦
断
・
横
断
的
な
要
素

は
水
を
保
持
し
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
お
け
る

さ
れ
た
。
６
本
の
公
開
授
業
す
べ
て
が

が
必
ず
あ
る
。
特
に
小
学
校
社
会
科
や

吸
着
・
固
定
す
る
機
能
を
持
つ
」
こ
と

各
教
科
、
各
領
域
の
役
割
や
各
教
科
で
の
学

「
全
道
大
会
を
振
り
返
っ
て
」
と
題
し

理
科
、
他
教
科
や
異
校
種
の
学
習
内
容

を
紹
介
し
た
。
中
学
校
１
年
生
社
会
科

習
内
容
の
系
統
性
に
つ
い
て
も
整
理
が
必
要

た
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し
た
の
は
大
変
な

に
目
を
向
け
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
」

歴
史
的
分
野
の
「
縄
文
時
代
↓
粘
土
に

で
あ
る
。

労
力
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

等
が
あ
げ
ら
れ
た
。

よ
る
食
環
境
の
革
命
が
起
き
た
時
代
」

公
開
授
業
に
つ
い
て
は
、
６
本
の
授
業
の

大
塚
晶
紀
教
諭
（
札
幌
市
立
藻
岩
小

全
体
研
修
会
に
は
欠
席
し
た
他
の
４

と
捉
え
る
べ
き
と
主
張
。
縄
文
人
は
、

い
ず
れ
も
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
の
定
義
や

学
校
）
、
寺
島
靖
香
教
諭
（
札
幌
市
立

本
の
公
開
授
業
の
報
告
も
内
容
が
充
実

粘
土
に
適
量
の
水
を
含
ま
せ
て
土
器
を

指
導
上
の
３
つ
の
視
点
、
研
究
仮
説
を
意
識

琴
似
中
学
校
）
、
谷
口
専
右
教
諭
（
札

し
て
い
て
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
た
。

作
る
技
術
を
確
立
し
、
食
物
を
煮
炊
き

北海道エネルギー環境教育研究委員会会報 ひ ろ ば 第43号 平成30年(2018年)３月16日(金)発行

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
の
ひ
ろ
ば

北海道 エネル ギー

環 境 教 育 研 究 委 員 会

広 報部会

平 成 3 0年 ( 2 0 1 8 年 )

３ 月 16日 (金 )発 行

第 43号

札幌大会の研究の成果と課題を確かめる

全
体
研
修
会
開
催

３
人
の
授
業
者
が
参
加

大
会
後
の
実
践
を
報
告
す
る

平
成

年
２
月

日
（
土
）
、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
に

30

17

お
い
て
、
平
成

年
度
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
全
体
研

29

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
で
は
第
７
回
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
研
究
大
会
札
幌
大
会
の
成
果
や
課
題
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
北
海
道
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
研
究
会
か
ら
実
践

発
表
が
な
さ
れ
た
後
、
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
太
田
幸
雄
氏
に

よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

全体研修会の様子

谷口専右教諭 寺島靖香教諭 大塚晶紀教諭

北
海
道
大
学
エ
ネ
ル
ギ

ー
教
育
研
究
会
よ
り
実

践
報
告



し
、
保
存
容
器
・
食
器
に
利
用
し
、

系
へ
の
影
響
を
あ
げ
、
種
の
分
布
や
、

こ
と
を
視
覚
的
に
考
え
る
場
面
を
設
定

「
食
環
境
の
革
命
」
を
行
っ
た
と
し
た
。

種
の
数
が
変
化
し
、
地
域
経
済
が
自
然

し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
中
学
校
で

ま
と
め
と
し
て
、
児
童
が
関
心
を

生
態
系
に
依
存
し
て
い
る
地
域
で
は
、

学
習
す
る
電
子
の
移
動
と
、
今
回
の
学

示
す
化
石
に
も
焦
点
を
当
て
、
地
層
環

社
会
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
と

習
に
関
連
性
を
産
む
こ
と
が
で
き
る
と

境
学
習
の
基
礎
と
し
て
、
粘
土
は
水
を

し
た
。
ま
た
、
人
間
居
住
環
境
へ
の
影

考
え
る
。

通
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
実
感
で

響
と
し
て
は
、
沿
岸
低
地
域
及
び
島
し

【
成
果
と
課
題
】

き
る
実
験
を
含
む
学
習
と
地
域
保
護
者

ょ
国
家
で
は
、
海
面
上
昇
に
よ
る
海
水

電
気
が
流
れ
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ

の
イ
ベ
ン
ト
学
習
を
試
行
。
学
校
教
育

の
侵
入
、
高
波
の
被
害
に
よ
り
移
住
を

し
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
視
覚
的
に
表
現

で
も
地
域
教
育
で
も
大
き
な
興
味
・
関

余
儀
な
く
さ
れ
る
事
例
が
す
で
に
発
生

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
定
の
成
果
を

心
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
た
り
、
巨
大
な
熱
帯
低
気
圧
の

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
電
気
を
電
子

し
た
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

出
現
に
伴
う
深
刻
な
風
水
害
や
高
潮
被

の
よ
う
な
粒
子
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し

最
初
に
「
大
気
中
の

濃
度
の
増
加
」

気
温
の
上
昇
量
は
、

＋
－

℃
で
あ

害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

て
回
路
内
を
移
動
さ
せ
る
児
童
や
、
も

CO2

3.5

1.0

に
つ
い
て
触
れ
た
。
増
加
の
原
因
と
し

り
、
高
緯
度
の
方
が
よ
り
昇
温
が
大
き

地
球
温
暖
化
は
永
久
凍
土
へ
も
影
響

の
が
流
れ
る
こ
と
で
電
気
が
流
れ
る
と

て
、
化
石
燃
料
の
燃
焼
、
森
林
の
伐
採
、

い
と
説
明
し
た
。
二
酸
化
炭
素
漸
増
時

を
与
え
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
、
ツ
ン

イ
メ
ー
ジ
す
る
児
童
の
様
子
を
見
る
こ

燃
焼
を
あ
げ
、
氷
河
の
後
退
や
崩
壊
を

の
、
大
循
環
モ
デ
ル
に
よ
る
気
候
変
化

ド
ラ
の
融
解
や
北
極
海
の
水
の
減
少
が

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
電
気
が
流
れ
な

写
真
で
示
し
た
。

の
予
測
計
算
に
よ
る
と
、
北
極
圏
の
気

北
半
球
の
気
候
変
動
を
引
き
起
こ
す
こ

い
イ
メ
ー
ジ
も
、
途
中
で
電
気
が
止
ま

太
田
氏
は
、
温
室
効
果
の
原
理
に
つ

温
は
、
地
球

と
を
指
摘
。
冬
季
の
日
本
の
寒
冷
化
を

る
イ
メ
ー
ジ
や
、
紙
に
は
電
気
の
粒
は

い
て
を
説
明
。
大
気
の
な
い
地
球
表
面

平
均
気
温
の

促
し
、
北
日
本
の
低
温
や
暴
風
雪
が
続

入
れ
な
い
イ
メ
ー
ジ
、
電
気
を
擬
人
化

上
に
ガ
ラ
ス
が
張
っ
て
あ

る
状
態
と

２
～
３
倍
上

く
こ
と
を
あ
げ
た
。

し
電
気
が
流
れ
て
い
る
時
と
流
れ
て
い

し
、
地
球
表
面
は
、
ガ
ラ
ス
の
な
い
場

昇
す
る
と
予

最
後
に
、
「
電
気
は
現
代
社
会
に
お

な
い
時
で
表
情
が
変
わ
る
イ
メ
ー
ジ
を

合
に
比
べ
て
、
再
放
射
の
分
だ
け
余
計

測
さ
れ
る
そ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

も
つ
な
ど
、
児
童
な
り
に
電
気
に
つ
い

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
た
め
温
度
が
上

う
だ
。

い
る
か
」
、
「
石
油
や
電
気
が
な
い
場

て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
表
現
し
、
理
解
し

昇
す
る
と
し
、
温
室
効
果
に
よ
る
気
温

地
球
温
暖

合
、
農
業
、
衣
料
品
、
輸
送
手
段
…
は

て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

の
上
昇
を
説
明
し
た
。
種
々
の
フ
ィ
ー

化
に
伴
う
環

ど
う
な
る
か
」
等
、
授
業
に
お
け
る
問

課
題
と
し
て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
内

ド
バ
ッ
ク
効
果
を
考
慮
す
る
と
、
二
酸

境
へ
の
影
響

い
か
け
の
例
を
提
示
し
た
り
、
森
林
に

の
図
が
前
回
と
違
っ
た
た
め
に
混
乱
が

化
炭
素
濃
度
が
２
倍
に
増
加
し
た
場

と
し
て
、
陸

よ
る
炭
素
の
吸
収
を
説
明
し
た
。

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
時
間
と
の
兼

合
、
平
衡
状
態
で
の
全
球
平
均
の
地
表

上
自
然
生
態

ね
合
い
だ
が
、
前
回
の
確
認
を
し
た
上

で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入
に
取
り
組
む

と
、
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

平
成

年

月

日
（
木
）
、
釧
路

【
ま
と
め
と
し
て
】

29

11

30

市
立
鳥
取
西
小
学
校
で
研
究
授
業
を
実

電
気
と
い
う
概
念
を
小
学
３
年
生
と

施
。
３
年
生
理
科
。
指
導
者
は
佐
々
木

し
て
学
ぶ
難
し
さ
が
あ
る
な
か
で
、
児

一
成
教
諭
（
鳥
取
西
小
学
校
）
。
題
材

童
な
り
に
考
え
、
図
や
言
葉
で
表
現
し

名
は
「
電
気
の
通
り
道
」
。

て
い
た
。
こ
の
先
、
小
学
４
年
生
の
電

【
授
業
の
概
要
】

流
や
中
学
校
の
回
路
の
学
習
の
布
石
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
課
題
に
も

な
っ
た
。
ま
た
、
電

あ
る
異
校
種
の
学
習
と
の
関
連
性
や
系

気
の
通
り
道
で
あ
る

統
性
を
整
理
し
、
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ

回
路
に
、
電
流
が
流

ー
環
境
教
育
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を

れ
、
電
球
が
つ
く(

仕

目
指
し
た
。

事
を
す
る)

こ
と
は
、

中
学
校
の
第
２
学
年
の
学
習
に
「
電

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

気
」
の
単
元
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

概
念
を
理
解
す
る
第

の
中
で
、
電
子
が
回
路
内
を
移
動
す
る

一
歩
で
あ
る
。

こ
と
を
学
習
す
る
。

今
回
の
授
業
は
ま

今
回
の
「
電
気
の
通
り
道
」
で
は
、

さ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

回
路
に
つ
い
て
学
習
す
る
際
に
、
電
気

育
の
ス
タ
ー
ト
と
し

が
通
る
と
は
、
電
気
が
移
動
す
る
こ
と

て
成
果
を
あ
げ
る
こ

だ
と
理
解
す
る
た
め
に
、
電
気
が
通
る

と
が
で
き
た
。
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おめでとうございます！
日本エネルギー環境教育学会賞

実践論文賞受賞

札幌市立白石中学校

森山正樹教諭

平
成

年
８
月

日
～

日
に
福
井
県
美
浜

29

19

21

町
美
浜
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
育
館
「
き

い
ぱ
す
」
に
お
い
て
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

育
学
会
第

回
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

12

こ
の
大
会
で
、
札
幌
市
立
白
石
中
学
校
の
森

山
正
樹
教
諭
が
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
学

会
賞
実
践
論
文
賞
を
受
賞
。

論
文
は
、
中
学
校
理
科
「
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
と
そ
の
利
用
』
の
学
習
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
教
育
の
工
夫
～
放
射
線
利
用
か
ら
、
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
を
題
材
に

し
た
学
習
を
通
し
て
～
」
で
、

日
本
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
学
会
賞
内
規
の
学
会
賞
選
考
基

準
に
基
づ
い
た
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
特
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
の
振
興
と
発
展
に
寄

与
し
た
と
認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
森
山
論
文
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
研
究

第

巻
第
２
号

ペ
ー
ジ
～

ペ

10

55

62

ー
ジ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

杉山憲一郎氏

実感をともなった継続性のある研究を

講
演
会

「
地
球
温
暖
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
」

講
師

北
海
道
大
学
名
誉
教
授

太
田

幸
雄
氏

太田幸雄氏

道
東
支
部
の
活
動
報
告

全
体
研
修
会
の
最
後
は
講
演
会
。
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
の
太
田
幸
雄
氏

を
お
招
き
し
て
、
「
地
球
温
暖
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
」

を
演
題
に
講
演
を
行
っ
た
。
膨
大
な
資
料
を
準
備
し
、
参
加
者
に
語
り
か
け

る
よ
う
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
太
田
氏
に
敬
意
を
表
す
る
。


